
 

  
 本年度は全体でも領域別でも広島市、広島県

よりもわずかながら上回ることができたが、そ

れぞれの領域に課題は残されている。 
 「聞くこと」では相手の質問に適切に応答す

る問題の正答率が低かった。相手の質問の最初

の 2，3 語（疑問詞、助動詞、主語、等）に特

に注意するよう、リスニングを中心に指導した

い。 
 「読むこと」「書くこと」では「話の流れの

理解」「つながりのある英文を書く」に関する

問題で県平均を下回った。二つ以上の文をつな

ぐ時に使われる代名詞や接続詞の働きを意識

させて読み書く活動を行わせたい。読みではあ

る程度のスピードで本文を暗誦させたり、新出

事項を活用した自己表現では、必ず二文以上で

意味のつながりがある英文を書かせるなどが

効果的であろう。 
 「話すこと」については、ペアでの対話練習

を積極的に行えているが、他領域の課題克服に

つながるよう、相手の質問を正確に聞き取れる

よう集中させ、二文以上の応答を返せるように

促したい。 

  
本年度は、県平均を 0.1上回った結果となっている。 

特に生物領域と物理領域は大きく上回る結果となった。

これは、今回の光の問題と植物の問題ともに授業でも得

意としている生徒が多かったことだと考えている。しか

しながら、物理領域や化学領域の小数を含めた計算は生

徒全体に苦手としているので問題によっては、結果は異

なっていたのではないかと考えられる。化学領域は県平

均を上回っているものの、うろ覚えの部分が多く、今回

のような問題では、理由を確実に答えられるようにする

には、これからの実験や観察での考察の中で練習してい

く必要があると考える。 

 大きく下回った地学領域では、「地震の記録による震

源距離の推定」は、昨年度から苦手としている生徒が多

い。特に時間の計算、Km と時間を同時に考える問題を行

い身につけさせていくようにしていく必要がある。火山

の「火山灰の観察方法」や「火山の形の推論」は、問題

の回答が完全な回答の生徒が少なかった。この単元もも

う一度復習を行うことでより確かな学力を身につけて

いけると考えられる。 

 

本年度は、県平均との比較では 0.7 ポイント及

ばなかった。領域別にみると、「数と式」は 0.2
ポイント、「資料の活用」は 0.9 ポイント、県平

均を下回っている。「図形」「関数」は大きく上

回る結果となった。 
項目別では、「数と式」の「問題解決の構想と

結果の振り返り」の通過率がもっとも低かった。

これは問題文の量が多く、資料が複数あるため

課題を把握する理解力の不足や、条件に適した 
説明力の不足が考えられる。まずは、問題文か

ら何を問われているのか、条件に適した説明が

できているかという点をおさえ、反復練習によ

り、課題解決への方法や視点を増やしていける

ように取り組んでいく。 
また、累乗や式の値を求めるような計算問題

はよくできていた。今後も週末プリントなど家

庭でも継続して取り組める課題を出していき、

計算力を高めさせていきたい。 
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調査の概要 

○日時 平成 26 年 6 月 10 日  ○対象 第 2 学年     

○教科 国語・数学・理科・英語 

本年度は、県平均を 5.5 ポイント下回る結

果となった。 
領域「言語事項」については、県と 7.7 ポ

イントの開きがあった。項目別では、「主語・

述語の関係」の通過率が低かった。これは、

述語に対する主語を答える問いであった。文

節の働きや文節同士の関係を正しく捉えられ

ていないためと考えられる。また、領域「書

くこと」の「叙述の仕方の確認」では、県の

半数以下の通過率となっている。これは、文

をその内容から二文に分け、二文目に主語を

補う問いであった。二文で書くことはできて

いたが、述語に対する主語を一文目から考え

て補うことができなかったためである。 
条件作文については根拠に基づいた考えを

書けるようになってきたが、今後は、文節の

関係を正しく捉え、過不足のない文を書く力

を身につけさせていきたい。 
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数学（領域別）
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己斐上中 80.0 66.5 77.3 60.2 

広島市 77.0 62.5 65.3 59.4 

広島県 80.2 66.3 66.6 61.3 

数と式 図形 関数 資料活用

英語（領域別）
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己斐上中 76.9 76.8 64.0 87.3 

広島市 68.1 69.8 54.9 81.4 

広島県 71.0 73.9 63.8 85.1 

聞くこと 読むこと 書くこと 話すこと

理科（領域別）

10

20

30

40

50

60

70

80

通過率

（％）

己斐上中 63.6 47.2 64.1 50

広島市 52.4 45.0 58.0 54.3

広島県 57.4 45.5 60.3 56.9
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国語（領域別）
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己斐上中 78.4 48.9 55.3 71.7 
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広島県 82.0 44.1 57.3 79.4 
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○  生活習慣に関して、「学校に行くのは楽しい」と回答している生徒は県平均を越えている。また、ほぼ全員が朝食を取っている。県平均と比較しても「あまりあてはまらない」や「あてはまらない」と回答した生徒は

ごく少ない。そして、本校の数値は昨年よりも向上している。起床、就寝時間にしても県平均と並ぶ数値である。が、平日で４割以上の生徒が３時間以上テレビを見たりゲームをしたりしている生徒がいる。休日に至

っては約５割の生徒がテレビを見たりゲームをしたりしている。この数値は県平均を大きく上回っている。これは学習習慣の定着などにも関係してくると考えられるので、家庭と連携を取り、改善を図りたい。 

○  学習に関して、授業の復習をしたり、計画を立てて学習をすることについては県平均を１０ポイント近く上回っています。しかし、学習習慣に関しては県平均よりも１時間近く短い結果が出ています。今後、家庭で

の予習復習を生かしながら、学習習慣を身につける取組や各教科の課題の工夫など改善していきたい。 

○  社会的事象への関心に関しては、昨年同様に地域の中で「近所の人や家の人に挨拶をする」はほとんどの生徒ができており、県平均を上回っている。さらに「地域や子供会の行事に参加をしている」では、県平均を１

０ポイント以上、上回っているなど、地域の皆さんに育てられ、見守られている様子が映し出されていると思われます。 

○   自己表現力・自己効力感に関して、「将来の夢や目標を持っている」「自分にはよいところがある」「努力すれば自分もたいていのことはできる」「自分のよさは、まわりから認められている」の割合は県平均を上回

っているが、「将来の夢や希望はかなう」の割合は１０ポイント近く低くなっている。今後、達成感を味わわせ、生徒の自信につながる取組を工夫していきたい。 

生活と学習に関する意識・実態調査より 

生活と学習に関する意識・実態調査 

国語の学習 数学の学習 英語の学習 

 
生活習慣 学習習慣 思考力 社会的事象への関心 自己表現力・自己効力感 表現力 

学習の習慣を身

につけよう！ 

社会の事象や時代の流

れに関心があります。 

９割を超す生徒があ

いさつできます。 

国語の授業は好きです。 
 

読書活動 

朝食は毎日食

べている！ 



ふだん，家では，１日何時間くらい勉強していますか
（月～金）
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休日，家では，１日何時間くらい勉強していますか
（土曜・日曜・祝日など）
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